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　宮島に厳島神社を建設するため

に、鎌倉・京都から宮大工や指物師が

招かれ、その技術の流れをくむのが

現在の宮島細工です。江戸末期には、

杓子を始めとして、ロクロ細工、刳物

（くりもの）細工、宮島彫りなど、日常

生活に使用されるものが幅広く製作

されていました。

　やがて優れた芸術性を持つ工芸品

へと進化した宮島細工は、昭和57年

に経済産業大臣指定伝統的工芸品と

して認定され、現在も宮島彫、ロクロ

細工、杓子が伝統工芸士により製作

されています。

　昭和53年12月、宮島細工の生産

者31人が共同で原材料の共同購買、

商品の共同販売及び伝統的工芸品の

指定を受けること等を目的に組合を

設立しました。

　しかし近年、生活スタイルの欧米

化や食器洗い乾燥機の普及等ライフ

スタイルの変化により売上は伸び悩

み、同時に後継者育成も思うように

進んでいません。現在組合員は13人

にまで減少し、伝統工芸士の平均年

齢は70代と高齢化が進んでおり、こ

のままでは『宮島細工』がさらに衰退

していくばかりです。

　昨年、宮島への観光客数が過去最

高となり、特に外国人観光客の増加

が目立っています。当組合の共同販

売施設である「宮島伝統産業会館」へ

の来館者も外国人、特にフランスな

どのヨーロッパからの観光客が多

く、購入されるのもヨーロッパの方

がほとんどです。

　組合としてはこのヨーロッパから

の観光客をターゲットに、一昨年度

から2年間、中央会の支援事業を活

用し、今後の組合としての戦略を考

え、その上で英語版のWeb構築、パ

ンフレットの制作及び伝統産業会館

への誘導横断幕の制作を行いまし

た。また同事業では、製作者である職

人のこだわりや人となりを伝えるた

め、伝統工芸士や製造現場等の動画

配信を行うとともに、伝統産業会館

のPOP改良も行いました。

　さらに、ヨーロッパからの観光客

等を対象にしたアンケート調査にお

いて、現代のライフスタイルにあっ

た「日常使いの出来る商品」を求める

声が多くあったことから、欧米化し

た生活スタイルの中でも使いやすい

新商品の開発を行いました。その成

果として「宮島の四季の花」の筋彫

りをあしらい、表面にオリーブオイ

ルを塗り色止めすることで、安全に

普段使いの出来る食器を開発しまし

た。さらに事業を実施する中で、伝統

工芸士自ら漆器に螺鈿を施した器の

宮島細工協同組合

『宮島細工』を後世へ
 承継するために

理事長

広川 和男 氏

宮島細工の歴史と現状

ニーズに沿ったモノづくりを

開発を考案するなど、今までにない

商品への開発意欲がフツフツと湧き

起こっています。

　宮島への観光客の増加に伴い、島

内土産品店では大量生産された海外

産の木工品が多く販売されており、

違いがわからない観光客は安価な商

品に流れていく傾向があります。そ

こで、本物の木のぬくもりや使い心

地の良さを知る“ファン”を増やすた

め「宮島細工」の認知度を高める取り

組みを行っています。

　以前は商品の包装に既製品を使用

していましたが、他の安価な商品と

の区別がつかず、宮島細工の存在を

アピール出来ていませんでした。そ

こで、今年度も中央会の支援により、

他の類似木工製品との差別化を図

り、宮島細工の存在感を高めるため、

組合オリジナル包装紙を作成しまし

た。包装紙は、木をイメージした茶を

基調に、白い杓子を花模様のように

並べることで宮島らしさを表現しま

した。不規則に赤い杓子を配するこ

とで遊び心を持たせると同時に、デ

ザインにやわらかさを加えていま

す。大小様々な商品があるため、包装

したときの絵柄の出かたにもこだわ

り、デザインを決定しました。

　今後は「宮島伝統産業会館」の装飾

やHPデザインなどを同包装紙のデ

ザインに統一することも検討してお

り、包装紙デザイン＝(イコール)宮

島細工であると消費者に認知しても

らいたいと考えています。さらに来

年度は、ラッピング用手提げ袋のデ

ザインも統一する予定です。

　全国各地の伝統工芸品産地の置か

れている課題は、概ね後継者不足と

売上減少ではないかと思われます。

ご多分に漏れず、ここ宮島細工の抱

える課題も、後継者不在と売上の低

迷です。

　しかし、我々宮島細工に携わるも

のは、現状に手を拱いているだけで

はなく、匠の“技”を活かした新たな

挑戦を始めています。変化していく

世間のニーズにあわせて作るモノを

変化させ、稼げるモノづくりをしな

くては伝統工芸を後世に伝えるこ

とはできないと考えます。そのため

には芸術家でありながら職人である

ことを強く意識するようになりまし

た。世間のニーズに沿い、かつ対価を

得ることが出来るモノを仕上げてい

くことが求められているのです。

　最近の私たちの取り組みも、Web

サイトの更新に始まり、少しずつで

すが宮島細工の認知も上がり新たな

仕事を受注することが出来つつあ

りますし、宮島彫教室に通われた卒

業生からも商品を製作できる人材が

育っています。今後、こうした新たな

チャレンジが後世に渡り伝統を守る

ことに繋がると信じ、着実に取り組

んでいきたいと思います。
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